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（会員は会費に含まれています。）

■
中
央
需
給
情
報
連
絡
協
議
会

開
催令

和
３
年
度
第
１
回
国
産
材
の
安
定
供
給
体

制
の
構
築
に
向
け
た
中
央
需
給
情
報
連
絡
協
議

会
が
令
和
３
年
９
月
10
日
（
金
）
に
ウ
ェ
ブ
会

議
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
林
野
庁
、
学

識
経
験
者
、
素
材
生
産
、
森
林
組
合
、
木
材
加

工
・
流
通
、
木
材
輸
出
入
、
建
設
、
製
紙
・
紙

パ
ル
プ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
苗
木
生
産
、

森
林
整
備
、
都
道
府
県
、
地
区
別
協
議
会
事
務

局
、
国
土
交
通
省
。
林
野
庁
の
提
出
資
料
及
び

説
明
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

【
木
材
輸
入
の
状
況（
２
０
２
１
年
７
月
実
績
）】

１
．
米
国
に
お
け
る
木
材
価
格
の
高
騰

○
米
国
の
住
宅
着
工
戸
数
（
戸
建
て
計
）
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
在
宅
需
要
の
増
加
と
住
宅

ロ
ー
ン
の
低
金
利
に
よ
り
、
昨
年
５
月
か
ら
急

増
。
本
年
３
月
に
１
７
３
万
戸
（
年
率
換
算
）

を
記
録
。
本
年
７
月
は
、
前
月
比
▲
７
％
減
の

１
５
３
万
戸
。

○
北
米
の
木
材
価
格
も
、
昨
年
夏
か
ら
急
激
に

上
昇
。
一
時
下
落
し
た
も
の
の
、
年
末
か
ら
再

び
上
昇
し
て
、
本
年
５
月
に
は
1
、４
９
４
ド

ル
／
ｍ
ｂ
ｆ
を
記
録
。
以
後
、
急
落
し
て
、
本

年
８
月
は
前
月
比
▲
20
％
の
３
８
９
ド
ル
／
ｍ

ｂ
ｆ
。コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
レ
ベ
ル
ま
で
低
下
。

○
２
０
２
０
年
末
か
ら
、
米
国
で
の
輸
入
急
増

と
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
港
湾
処
理
能
力
の
低
下
等

に
よ
り
、
北
米
に
コ
ン
テ
ナ
が
滞
留
し
て
、
ア

ジ
ア
で
コ
ン
テ
ナ
が
不
足
。
海
上
輸
送
運
賃
が

急
激
に
値
上
が
り
。
本
年
７
月
は
、
欧
州
発
が

横
ば
い
と
な
る
一
方
、
米
国
発
は
依
然
と
し
て

上
昇
。

２
．
２
０
２
１
年
１
～
７
月
の
木
材
輸
入
実
績

○
本
年
１
～
７
月
の
木
材
輸
入
額
累
計
は
、
前

年
同
期
比
＋
９
％
増
の
6
、３
７
３
億
円
。

○
品
目
別
の
輸
入
量
累
計
を
見
る
と
、
製
材
が

同
▲
16
％
、
集
成
材
が
同
▲
16
％
減
少
す
る
一

方
、
丸
太
が
同
＋
９
％
、
合
板
が
同
＋
０
％
増

加
。
Ｅ
Ｕ
の
製
材
・
集
成
材
、ロ
シ
ア
の
製
材
、

米
国
の
丸
太
が
減
少
す
る
一
方
、
カ
ナ
ダ
の
丸

太
が
増
加
。

○
な
お
、
２
０
１
９
年
同
期
と
比
較
す
る
と
、

本
年
１
～
７
月
の
木
材
輸
入
額
累
計
は
同
▲

10
％
減
少
。
品
目
別
で
は
、丸
太
が
同
▲
16
％
、

製
材
が
同
▲
21
％
、
合
板
が
同
▲
７
％
、
集
成

材
が
同
▲
４
％
減
少
。

３
．
製
材
・
集
成
材
の
月
別
輸
入
量

○
２
０
２
１
年
７
月
の
製
材
輸
入
量
は
、
前
月

比
＋
６
％
増
の
45
・
1
万
㎥
（
前
年
同
月
比
▲

8
％
減
）。
１
～
７
月
の
累
計
は
、
前
年
同
期

比
▲
16
％
減
（
２
０
１
９
年
同
期
比
▲
21
％

減
）。

○
同
月
の
集
成
材
輸
入
量
は
、
前
月
比
＋
１
％

増
の
8
・
8
万
㎥
（
前
年
同
月
比
▲
15
％
減
）。

１
～
７
月
の
累
計
は
、
前
年
同
期
比
▲
16
％
減

（
２
０
１
９
年
同
期
比
▲
4
％
減
）。

４
．
北
米
か
ら
の
月
別
輸
入
量

○
２
０
２
１
年
７
月
の
カ
ナ
ダ
か
ら
の
製
材
輸

入
量
は
、前
月
比
＋
５
％
増
の
12
・
6
万
㎥（
前

年
同
月
比
＋
34
％
増
）。
１
～
７
月
の
累
計
は
、

前
年
同
期
比
▲
０
％
の
減
（
２
０
１
９
年
同
期

比
▲
15
％
減
）。

○
同
月
の
米
国
か
ら
の
丸
太
輸
入
量
は
、
前
月

比
▲
25
％
減
の
10
・
5
万
㎥
（
前
年
同
月
比
▲

28
％
減
）。
１
～
７
月
の
累
計
は
、
前
年
同
期

比
▲
12
％
の
減
（
２
０
１
９
年
同
期
比
▲
４
％

減
）。

５
．
欧
州
か
ら
の
月
別
輸
入
量

○
２
０
２
１
年
７
月
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
製
材
輸
入

量
は
、
前
月
比
＋
５
％
増
の
19
・
0
万
㎥
（
前

年
同
月
比
▲
29
％
減
）。
１
～
７
月
の
累
計
は
、

前
年
同
期
比
▲
21
％
の
減
（
２
０
１
９
年
同
期

比
▲
22
％
減
）。

○
同
月
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
集
成
材
輸
入
量
は
、
前

月
比
▲
０
％
減
の
7
・
0
万
㎥
（
前
年
同
月
比

▲
20
％
減
）。
１
～
７
月
の
累
計
は
、
前
年
同

期
比
▲
19
％
の
減
（
２
０
１
９
年
同
期
比
▲

５
％
減
）。

６
．
製
材
・
構
造
用
集
成
材
の
輸
入
平
均
単
価

〇
本
年
７
月
の
製
材
輸
入
平
均
単
価
（
総
輸
入

額
／
総
輸
入
量
）
は
、
前
月
比
＋
７
％
増
の
５

４
、９
５
０
円
／
㎥
（
前
年
同
月
比
＋
51
％
）。

う
ち
、
カ
ナ
ダ
の
製
材
は
、
前
月
比
＋
17
％
増

の
８
２
、０
２
２
円
／
㎥
（
前
年
同
月
比
＋
１

１
２
％
）、
Ｅ
Ｕ
の
製
材
は
、
前
月
比
＋
６
％

増
の
４
２
、７
３
９
円
／
㎥
（
前
年
同
月
比
＋

36
％
）。

〇
同
月
の
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
構
造
用
集
成
材
輸
入
平

均
単
価
は
、
前
月
比
＋
４
％
増
の
５
３
、５
６

８
円
／
㎥
（
前
年
同
月
比
＋
15
％
）。

（
参
考
）
欧
州
・
中
国
に
お
け
る
木
材
需
要
の

動
向

○
Ｅ
Ｕ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
春
に

建
設
活
動
が
急
落
し
た
が
、
夏
以
降
は
回
復
し

て
、
以
後
、
堅
調
に
推
移
。

○
欧
州
の
事
業
者
は
、
鉄
道
で
輸
送
で
き
る
域

内
市
場
や
、
高
価
格
が
期
待
で
き
る
米
国
へ
の

輸
出
に
注
力
。

○
中
国
で
は
、
木
材
需
要
の
増
加
が
継
続
。
過

去
10
年
で
、
針
葉
樹
丸
太
輸
入
量
は
1
・
8
倍

に
増
加
。
世
界
各
地
か
ら
、木
材
を
買
い
集
め
。

【
木
材
需
給
動
向
に
つ
い
て
（
全
国
）】

１
．
価
格
の
動
向

（
１
）
原
木
価
格
（
原
木
市
場
・
共
販
所
）

ア
．
ス
ギ
（
全
国
）
径
24
㎝
程
度
、
長
3
・
65

～
4
・
0
ｍ

〇
２
０
２
１
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
例
年
で
あ

れ
ば
春
か
ら
梅
雨
時
期
に
か
け
て
原
木
価
格
が

下
落
す
る
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、４
月
以
降
、

上
昇
が
見
ら
れ
る
地
域
が
多
く
見
ら
れ
る
。
九

州
地
域
で
は
価
格
が
高
騰
し
た
が
、
直
近
で
は

下
落
傾
向
も
見
ら
れ
る
。

〇
直
近
の
ス
ギ
原
木
価
格
は
、
前
年
同
期
比

25
％
か
ら
62
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

スギ原木価格
都道府県 2021年 前年 前年

直近※ 同期 同期比
■北海道 11,000 10,800 2%
■秋田県 17,570 11,450 53%
■栃木県 13,830 11,040 25%
■長野県 14,000 10,000 40%
■岡山県 12,000 9,500 26%
■高知県 17,000 12,000 42%
■熊本県 19,000 14,200 34%
■宮崎県 19,800 12,200 62%
※�秋田県、栃木県、長野県、岡山県、高知県、
熊本県及び宮崎県については ８月、北海道
については ７月の値を使用。
注 １：北海道はカラマツ（工場着価格）。
注 ２：�都道府県が選定した特定の原木市場・

共販所の価格。

全市連のホームページアドレス http.//www.zennichiren.com
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イ
．
ヒ
ノ
キ
（
全
国
）
径
24
㎝
程
度
、
長
3
・

65
～
4
・
0
ｍ

〇
ヒ
ノ
キ
に
お
い
て
も
ス
ギ
と
同
様
の
傾
向
に

あ
り
、
２
０
２
０
年
６
月
頃
の
価
格
は
例
年
以

上
に
大
き
く
低
下
し
た
が
、
２
０
２
１
年
に

入
っ
て
か
ら
は
、
例
年
で
あ
れ
ば
原
木
価
格
が

下
落
す
る
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
地

域
で
大
き
く
上
昇
し
た
が
、
直
近
で
は
下
落
も

見
ら
れ
る
。

〇
直
近
の
ヒ
ノ
キ
原
木
価
格
は
、
前
年
同
期
比

58
％
か
ら
２
０
０
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
製
品
価
格

〇
輸
入
材
製
品
価
格
は
、
北
米
、
中
国
、
欧
州

な
ど
世
界
的
な
木
材
不
足
に
加
え
、
コ
ン
テ
ナ

不
足
に
よ
る
運
送
コ
ス
ト
の
増
大
等
に
よ
り
高

騰
。

〇
国
産
材
の
代
替
需
要
が
発
生
し
、
国
産
材
製

品
価
格
も
上
昇
が
続
い
て
い
る
。

２
．
工
場
の
原
木
等
の
入
荷
、
製
品
の
生
産
等

の
動
向

（
１
）
製
材
（
全
国
）

〇
製
材
品
の
生
産
量
及
び
出
荷
量
は
、
２
０
２

１
年
１
月
か
ら
増
加
傾
向
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

前
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

〇
原
木
の
入
荷
量
及
び
消
費
量
に
お
い
て
も
、

２
０
２
１
年
１
月
か
ら
増
加
傾
向
。

（
２
）
合
板
（
全
国
）

〇
合
板
の
生
産
量
及
び
出
荷
量
は
、
２
０
２
１

年
２
月
か
ら
増
加
傾
向
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
前

の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
在
庫
量
は
２

０
２
０
年
６
月
以
降
減
少
傾
向
で
推
移
。

〇
原
木
の
入
荷
量
・
消
費
量
は
、
２
０
２
０
年

９
月
以
降
、
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

（
３
）
チ
ッ
プ
（
全
国
）

〇
パ
ル
プ
用
チ
ッ
プ
の
消
費
に
つ
い
て
、
輸
入

広
葉
樹
チ
ッ
プ
の
消
費
量
は
２
０
２
０
年
４
月

〇
２
０
２
１
年
１
～
７
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸

数
は
、
48
・
9
万
戸
（
前
年
比
4
・
3
％
増
）、

こ
の
う
ち
木
造
住
宅
は
28
・
0
万
戸
（
同
5
・

5
％
増
）。

〇
２
０
２
０
年
は
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
よ

り
、
住
宅
展
示
場
の
来
場
者
数
が
落
ち
込
む
な

ど
大
手
・
注
文
住
宅
の
受
注
機
会
が
大
幅
に
減

少
し
た
が
、
郊
外
の
戸
建
住
宅
に
需
要
が
高
ま

る
な
ど
全
体
と
し
て
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時

ほ
ど
の
落
ち
込
み
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

【
主
な
意
見
）】

１
．
輸
入
材
の
状
況
、
川
下
の
動
向
等

・
北
米
材
製
品
の
輸
入
量
は
、
７
～
９
月
期
で

前
年
同
期
比
約
70
％
、
10
～
12
月
期
で
前
年
同

期
比
約
75
％
と
な
る
見
通
し
。

・
欧
州
材
の
製
材
・
集
成
材
の
輸
入
量
は
、
７

～
９
月
期
で
前
年
同
期
比
約
80
％
、
10
～
12
月

期
は
前
年
同
期
比
並
の
低
調
な
も
の
と
な
る
見

通
し
。

・
合
板
輸
入
は
、
第
３
四
半
期
分
は
前
年
同
期

比
で
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
が
、
需
要
に
対

し
て
十
分
な
量
と
な
る
か
は
微
妙
。
仮
需
が
収

ま
れ
ば
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
住
宅
着
工
は
、
住
団
連
の
出
し
て
い
る
景
況

感
で
は
、
見
通
し
は
明
る
い
。
展
示
場
の
客
も

戻
っ
て
き
て
お
り
、
今
年
度
は
90
万
戸
台
ま
で

回
復
す
る
可
能
性
も
。

・
関
東
で
は
レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
、
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ

ド
の
集
成
材
等
の
品
薄
が
続
い
て
い
る
。
木
材

以
外
の
建
築
資
材
全
般
も
値
上
が
り
し
、
建
築

費
が
一
棟
２
０
０
～
３
０
０
万
円
値
上
が
り
し

て
契
約
に
至
り
に
く
い
状
況
と
な
り
、
工
務
店

か
ら
の
相
談
も
相
次
い
で
い
る
。
危
機
的
状
況

で
あ
る
。

・
８
月
に
工
務
店
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
始
ま
っ
て
い

か
ら
６
月
ま
で
激
減
し
た
。
そ
の
後
は
回
復
傾

向
。
国
産
針
葉
樹
チ
ッ
プ
の
消
費
量
は
、
２
０

２
０
年
５
月
に
大
き
く
減
少
し
た
が
、
そ
の
後

回
復
し
た
。

〇
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
向
け
燃
料
は
、
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
る
。

３
．
住
宅
着
工
戸
数
の
動
向
：
全
国
（
２
０
１

８
年
１
月
～
２
０
２
１
年
７
月
）

〇
２
０
２
０
年
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

81
・
5
万
戸
（
前
年
比
9
・
9
％
減
）、
こ
の

う
ち
木
造
住
宅
は
46
・
9
万
戸
（
同
10
・
3
％

減
）。住宅着工戸数

構造別の着工戸数 2021年
１ ～ ７ 月

前年
同期

前年
同期比

前々年
同期

前々年
同期比

合計 489,192 468,927 4.3% 528,354 －7.4%
　非木造 208,715 202,964 2.8% 226,993 －8.1%
木造 280,477 265,963 5.5% 301,361 －6.9%
　木造プレハブ 5,567 6,075 －8.4% 7,012 －20.6%
　 ２ × ４ 52,430 52,576 －0.3% 61,889 －15.3%
　在来軸組 222,480 207,312 7.3% 232,460 －4.3%
木造率 57.3% 56.7% 57.0%
資料：国土交通省「住宅着工統計」

ヒノキ原木価格
都道府県 2021年 前年 前年

直近※ 同期 同期比
■兵庫県 33,000 11,000 200%
■岡山県 34,000 17,500 94%
■広島県 36,000 14,100 155%
■愛媛県 32,000 15,000 113%
■高知県 32,500 15,000 117%
■熊本県 28,000 16,800 67%
■大分県 27,000 17,200 58%
※�兵庫県、岡山県、広島県、高知県、熊本県
及び大分県については ８月、愛媛県につい
ては ７月の値を使用。

注：�都道府県が選定した特定の原木市場・共
販所の価格。

製材品出荷量の月別推移（全国）

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年
１ ～ ７ 月出荷量伸び率 14% 11% 14% －5% 27%
１ ～ ７ 月出荷量合計（千㎥） 5,332 5,267 5,385 4,717 5,197

資料：農林水産省「製材統計」

合板出荷量の月別推移（全国）

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年
１ ～ ７ 月出荷量伸び率 10% 3% 5% －8% 8%
１ ～ ７ 月出荷量合計（千㎥） 1,828 1,826 1,945 1,703 1,890

資料：農林水産省「合板統計」
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が
必
要
。

・
東
北
地
区
：
川
上
、
川
中
、
川
下
で
リ
ー
ド

タ
イ
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
中
長
期
的
に
は
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
見
直
し
す
る
こ
と
が
課

題
。
国
産
材
に
も
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
つ
つ
、
シ
ェ
ア
拡
大
に
取
り
組
む
必
要
。
今

後
は
、
丸
太
不
足
が
拡
大
す
る
懸
念
が
あ
る
。

・
関
東
地
区
：
地
区
内
で
程
度
の
差
は
あ
る
が

構
造
材
が
足
り
な
い
。乾
燥
が
追
い
つ
か
な
い
。

森
林
組
合
連
合
会
と
合
板
工
場
と
の
協
議
中
だ

が
、
協
定
価
格
も
上
昇
の
見
込
み
。

・
中
部
地
区
：
最
終
的
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
ど
う
作
る
か
が
課
題
。
川
上
、
川
中
、
川
下

と
広
い
キ
ャ
パ
が
あ
り
、
こ
の
優
位
性
を
ど
う

活
か
す
か
議
論
を
進
め
た
い
。

・
近
畿
中
国
：
安
定
供
給
に
向
け
て
は
、
民
有

林
の
集
約
化
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
人
材
確
保
、

乾
燥
設
備
整
備
が
課
題
。
川
下
か
ら
も
国
産
材

を
使
っ
て
い
く
ん
だ
と
い
う
仕
組
み
作
り
必

要
。協
議
会
に
お
い
て
、長
期
的
な
視
点
に
立
っ

て
の
情
報
交
換
を
し
た
い
。
８
月
は
出
材
に
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
り
、
回
復
は
９
月
下
旬
以
降
を

見
込
む
。

・
四
国
地
区
：
素
材
生
産
は
順
調
だ
が
、
お
盆

期
間
の
長
雨
が
影
響
。
こ
れ
以
上
の
増
産
は
、

間
伐
を
主
伐
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

そ
の
場
合
は
再
造
林
が
必
要
と
な
る
。
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
ほ
か
、
労
働
力
確
保
が
課
題
。
先
が

見
通
せ
ず
、
材
価
暴
落
の
懸
念
も
あ
る
。

・
九
州
地
区
：
原
木
価
格
は
６
月
末
が
ピ
ー
ク

で
、
８
月
末
か
ら
値
下
が
り
傾
向
だ
が
全
体
的

に
高
値
で
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
共
に
昨
年
の
約
２

倍
の
価
格
と
な
っ
て
い
る
。原
木
需
要
は
旺
盛
。

製
品
は
、
７
月
を
ピ
ー
ク
に
落
ち
着
き
を
見
せ

始
め
た
。
資
源
確
保
の
た
め
の
再
造
林
の
重
要

性
に
つ
い
て
も
声
が
あ
っ
た
。

た
５
月
よ
り
も
、
木
材
の
調
達
状
況
、
価
格
の

状
況
等
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
状
況
。
全
国
の

会
員
か
ら
の
要
望
も
資
料
に
掲
載
し
て
い
る
。

２
．
川
中
、
川
上
の
状
況

・
合
板
の
生
産
状
況
は
、
昨
年
は
落
ち
込
ん
だ

が
、
今
年
１
～
７
月
の
生
産
量
の
累
計
は
対
前

年
比
7
・
3
％
増
と
な
っ
て
お
り
、
年
間
ベ
ー

ス
で
は
２
０
１
８
年
の
水
準
程
度
に
戻
る
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
増
産
は
難
し
い
。
原

木
は
、
西
日
本
で
逼
迫
の
度
合
い
が
強
く
、
東

日
本
か
ら
も
調
達
し
て
い
る
状
況
。

・
集
成
材
の
生
産
は
、
９
月
末
ま
で
の
見
込
み

で
、
小
断
面
（
管
柱
）
は
１
０
３
％
、
中
断
面

（
梁
）
は
１
０
０
％
と
い
う
状
態
。
ス
ギ
集
成

材
メ
ー
カ
ー
の
増
産
が
顕
著
。
原
料
ラ
ミ
ナ
在

庫
は
、
１
ヶ
月
を
下
回
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

何
と
か
３
ヶ
月
分
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
当
面
生

産
量
は
横
ば
い
の
見
通
し
。

・
全
国
平
均
で
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
も
に
上

げ
幅
は
春
先
か
ら
は
落
ち
着
い
た
も
の
の
、
昨

年
比
で
ス
ギ
は
1
・
5
倍
、
ヒ
ノ
キ
は
２
倍
と

依
然
と
し
て
高
値
で
推
移
。
数
量
的
に
は
昨
年

の
1
・
5
倍
。
今
後
、原
木
不
足
が
続
く
の
か
、

相
場
が
維
持
で
き
る
の
か
注
視
し
た
い
。

・
製
材
能
力
に
余
力
が
あ
る
九
州
で
は
原
木
価

格
が
上
昇
し
て
い
る
が
、
関
東
以
北
は
製
材
能

力
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
価
格
上
昇
が
緩

や
か
な
の
で
は
な
い
か
。
合
板
向
け
原
木
の
価

格
が
上
が
れ
ば
、
原
木
が
出
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。

・
国
産
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
流
通
量
を
増
や
す
必

要
。

３
．
各
地
区
か
ら
の
報
告

・
北
海
道
地
区
：
道
産
材
の
建
築
材
と
し
て
の

利
用
率
を
高
め
る
こ
と
が
課
題
。
安
定
供
給
・

安
定
利
用
を
ど
う
担
保
す
る
か
、
さ
ら
に
議
論

４
．
全
体

・
こ
れ
か
ら
素
材
生
産
が
増
え
る
時
期
と
な

り
、
原
木
不
足
は
緩
和
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
し
っ

か
り
と
つ
な
げ
、
丸
太
の
供
給
を
増
や
し
、
川

中
は
需
要
に
あ
っ
た
製
品
を
工
務
店
に
供
給
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
。

・
安
定
供
給
、安
定
取
引
の
重
要
性
を
再
認
識
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
協
定
取
引
が
履
行
さ
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
は
聞
い
て
い
る
が
、
一
方

で
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
価
格
変
動

が
あ
る
程
度
押
さ
え
ら
れ
た
も
の
と
認
識
。
今

後
、
川
上
か
ら
川
中
、
川
中
か
ら
川
下
の
長
期

安
定
取
引
が
今
後
重
要
と
な
る
。

な
お
、
議
事
次
第
、
出
席
者
、
配
付
資
料
及

び
議
事
概
要
等
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
以
下
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
掲
載
。

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
m
okusan/ryutsu/kyougikai.htm

l

■
第
49
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及

推
進
展
示
会

１
．
岡
山
会
場
―
（
株
）
津
山
綜
合
木
材
市
場

第
49
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
が

９
月
２
日
（
木
）、（
株
）
津
山
綜
合
木
材
市
場

（
木
下
恒
久
社
長
）
で
開
催
さ
れ
た
。
展
示
会

に
は
、
8
社
か
ら
１
０
０
㎥
の
ヒ
ノ
キ
構
造
材

を
主
体
と
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
が
出
品
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
し
、
活
発
な
競
り
が
行
わ
れ
た
。
同

審
査
会
は
前
日
の
１
日
（
水
）
に
開
催
。
信
田

聡
審
査
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
審
査
員
に
よ

る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
多
く
の
出

品
が
高
評
価
を
得
た
。
㈱
津
山
綜
合
木
材
市
場

並
び
に
津
山
会
場
で
の
審
査
会
に
御
出
席
い
た

だ
い
た
審
査
委
員
、
岡
山
県
、
消
費
安
全
技
術

セ
ン
タ
ー
（
神
戸
セ
ン
タ
ー
）
及
び
全
木
研
、

検
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「審査・計測の様子」「JAS展示即売会の様子」
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■
各
地
で
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
開
催

１
．
岐
阜
県
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回

情
報
交
換
会
―
令
和
３
年
8
月
24
日
（
火
）

２
．
埼
玉
県
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回

情
報
交
換
会
―
令
和
３
年
8
月
25
日
（
水
）

３
．
大
分
県
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回

情
報
交
換
会
―
令
和
３
年
8
月
27
日
（
金
）

４
．
徳
島
県
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回

情
報
交
換
会
―
令
和
３
年
8
月
31
日
（
火
）

５
．
富
山
県
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回

情
報
交
換
会
―
令
和
３
年
９
月
６
日
（
月
）

６
．
京
都
府
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回

情
報
交
換
会
―
令
和
３
年
９
月
９
日
（
木
）

７
．
福
島
県
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
回

情
報
交
換
会
―
令
和
３
年
９
月
10
日
（
金
）、

第
三
回
情
報
交
換
会
―
９
月
22
日
（
水
）

８
．
山
形
県
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回

情
報
交
換
会
―
令
和
３
年
９
月
13
日
（
月
）

９
．
福
岡
県
Ｓ
Ｃ
Ｍ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回

情
報
交
換
会
―
令
和
３
年
9
月
21
日
（
火
）

■
林
野
庁
の
人
事
異
動

（
10
月
１
日
付
、
敬
称
略
）

・（
農
業
者
年
金
基
金
理
事
）
←
石
垣
英
司
（
四

国
森
林
管
理
局
長
）
←
橋
本
裕
治
（
農
水
産
業

協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
理
事
）、・（
退
職
）

←
柳
田
真
一
郎
（
東
北
森
林
管
理
局
長
）
←
宮

澤
俊
輔
（
農
林
漁
業
信
用
基
金
理
事
）
←
吉
村

洋
（
林
野
庁
国
有
林
野
部
付
）、・（
農
畜
産
業

振
興
機
構
理
事
）
←
上
大
田
光
成
（
関
東
森
林

管
理
局
長
）
←
赤
﨑
暢
彦
（
水
資
源
機
構
理

事
）、・（
消
費
・
安
全
局
食
品
安
全
政
策
課
食

品
安
全
情
報
分
析
官
）
←
山
口
琢
磨
（
近
畿
中

国
森
林
管
理
局
長
）
←
柏
原
卓
司
（
大
臣
官
房

付
）、・（
林
野
庁
林
政
課
林
業
・
木
材
産
業
分

析
官
）←
飯
塚
淳（
関
東
局
日
光
森
林
管
理
署
長
）

←
徳
川
浩
一
（
林
野
庁
計
画
課
付
）、・（
森
林
総

合
研
究
所
総
合
調
整
室
長
）
←
橋
爪
一
彰
（
北

海
道
局
日
高
北
部
森
林
管
理
署
長
）
←
門
脇
大

輔
（
北
海
道
局
企
画
課
長
）、・（
退
職
）
←
松
永

彦
次
（
近
畿
中
国
局
計
画
保
全
部
長
）
←
三
浦

祥
子
（
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
森
林
管
理
部
上
席

参
事
）←
金
子
直
樹（
関
東
局
計
画
課
長
）、・（
林

野
庁
計
画
課
付
）
←
武
田
祐
介
（
近
畿
中
国
局

三
重
森
林
管
理
署
長
）
←
石
上
公
彦
（
近
畿
中

国
局
兵
庫
森
林
管
理
署
長
）
←
高
柳
威
晴
（
林

野
庁
森
林
利
用
課
企
画
班
課
長
補
佐
）
←
三
重

野
信
（
大
臣
官
房
新
事
業
・
食
品
産
業
部
食
品

製
造
課
規
格
専
門
官
）
←
川
原
聡
（
林
野
庁
業

務
課
供
給
企
画
班
課
長
補
佐
）
←
近
藤
昭
夫
（
同

木
材
産
業
課
企
画
班
課
長
補
佐
）
←
竹
本
央
記

（
同
木
材
産
業
課
住
宅
資
材
班
課
長
補
佐
）、・

（
同
木
材
産
業
課
木
材
技
術
班
課
長
補
佐
）
←
日

向
潔
美
（
同
木
材
産
業
課
木
材
専
門
官
）
←
長

谷
川
太
一
（
同
林
政
課
人
事
第
１
班
秘
書
係
長
）

秋
の
日
差
し
の
山
歩
き
は
心
地
よ

く
、
キ
ノ
コ
の
季
節
。
キ
ノ
コ
は
健

康
食
品
い
と
言
わ
れ
、
主
な
栄
養
素

は
、
炭
水
化
物
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂

質
、
灰
分
。
マ
ツ
タ
ケ
や
シ
イ
タ
ケ

は
炭
水
化
物
が
多
く
、
マ
イ
タ
ケ
や

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
は
タ
ン
パ
ク
質
が

多
い
。言
わ
れ
て
み
る
と
そ
う
い
う
気
が
す
る
。

シ
イ
タ
ケ
は
乾
燥
す
る
と
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が
増

え
う
ま
み
が
増
す
。
脂
質
は
動
脈
硬
化
の
予
防

に
よ
い
と
言
わ
れ
る
リ
ノ
ー
ル
酸
な
ど
。
キ
ノ

コ
は
食
物
繊
維
を
多
く
含
み
、
シ
イ
タ
ケ
や
エ

ノ
キ
の
グ
ラ
ム
当
た
り
の
食
物
繊
維
は
タ
ケ
ノ

コ
よ
り
も
多
い
。キ
ノ
コ
食
は
免
疫
力
を
高
め
、

発
癌
や
癌
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
と
も
い
わ
れ

る
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
作
用
や
血
圧
降
下

作
用
も
あ
る
よ
う
だ
。
ヤ
マ
ブ
シ
タ
ケ
か
ら
み

つ
か
っ
た
成
分
は
脳
の
神
経
細
胞
の
消
失
を
防

ぎ
、
認
知
症
予
防
の
効
果
が
あ
る
の
で
な
い
か

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
テ
ン
グ
タ
ケ
の

よ
う
に
猛
毒
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
。
ニ
ガ
ク

リ
タ
ケ
は
山
で
よ
く
見
か
け
る
が
毒
性
が
強
い

の
で
食
べ
て
は
い
け
な
い
。
ち
ょ
っ
と
不
思
議

で
危
な
い
の
は
ホ
テ
イ
シ
メ
ジ
。
そ
れ
だ
け
で

食
べ
て
も
問
題
な
い
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
合
わ

せ
る
と
頭
痛
、
息
切
れ
、
二
日
酔
い
に
な
る
ら

し
い
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で
ま
ず
有
害
な
ア

ル
デ
ヒ
ド
に
分
解
さ
れ
、
次
に
無
害
な
酢
酸
に

分
解
さ
れ
る
。
こ
の
キ
ノ
コ
は
ア
ル
デ
ヒ
ド
の

分
解
を
阻
害
す
る
物
質
を
有
し
て
い
る
の
で
二

日
酔
い
の
状
態
が
続
く
。
し
か
も
こ
の
阻
害
物

質
は
体
内
に
数
日
間
残
留
す
る
の
で
、
こ
れ
を

食
べ
た
ら
し
ば
ら
く
は
要
禁
酒
。
と
こ
ろ
で
キ

ノ
コ
に
は
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
力
を
高
め

る
成
分
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
あ
る
と
思

い
な
が
ら
キ
ノ
コ
料
理
を
楽
し
み
た
い
。

雑 記 帳

２
．
愛
知
会
場
―
（
株
）
東
海
木
材
相
互
市
場

大
口
市
場

９
月
17
日
（
金
）
に
は
、（
株
）東
海
木
材
相

互
市
場
（
鈴
木
和
雄
社
長
）
大
口
市
場
に
お
い

て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
普
及
推
進
展
示
会
が
開

催
さ
れ
た
。
展
示
会
に
は
、
17
社
か
ら
１
４
１

㎥
の
ヒ
ノ
キ
構
造
材
を
主
体
と
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

材
品
が
出
品
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
中
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
、
活
発
な
競

り
が
行
わ
れ
た
。
前
日
の
16
日
（
木
）
の
審
査

会
で
は
、
信
田
聡
審
査
委
員
長
を
は
じ
め
と
す

る
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
多

く
の
出
品
が
高
い
評
価
を
得
た
。（
株
）東
海
木

材
相
互
市
場
大
口
市
場
並
び
に
愛
知
会
場
で
の

審
査
会
に
御
出
席
い
た
だ
い
た
審
査
委
員
、
愛

知
県
、
消
費
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
（
名
古
屋
セ

ン
タ
ー
）
及
び
全
木
研
、
検
査
員
を
始
め
と
す

る
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
当
日
は
、
第
59
回
東
濃
ヒ
ノ
キ
展

示
即
売
会
と
原
木
の
市
売
り
も
行
わ
れ
、
多
く

の
買
い
方
様
が
訪
れ
、
活
況
を
呈
し
た
。

「審査・計測の様子」

「展示会の様子」


